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特集
ご存じでしたか？

3つの役割リハビリテーションの



　

立
つ
、
座
る
、
寝
る
、
起
き
上
が
る
、

歩
く
。
人
が
毎
日
、
幾
度
と
な
く
繰

り
返
す
基
本
動
作
で
す
。
こ
の
当
た
り

前
と
も
い
え
る
基
本
動
作
が
、
け
が
や

病
気
、
加
齢
な
ど
の
理
由
で
、
思
う

よ
う
に
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
つ
い
て
の
障
害
の
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
、
損
な
わ
れ
た
身

体
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
る

い
は
、
そ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う

維
持
す
る
た
め
に
行
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
、
理
学
療
法
で
す
。
治
療
法

は
、
関
節
や
筋
肉
な
ど
を
動
か
す
運

動
や
体
操
な
ど
を
行
う
運
動
療
法
と
、

温
熱
、
電
気
、
光
線
な
ど
の
物
理
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
応
用
し
た
機
器
を
使
っ
て

行
う
物
理
療
法
と
が
あ
り
ま
す
。
け

が
や
病
気
に
よ
っ
て
、
あ
る
日
突
然
、

歩
け
な
く
な
る
、
起
き
上
が
れ
な
く

な
る
―
。
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
理
学
療
法
は
特

殊
な
医
療
行
為
で
は
な
く
、
普
段
行
っ

て
い
る
動
作
を
再
獲
得
さ
せ
る
リ
ハ
ビ

リ
で
す
。
障
害
者
や
高
齢
者
の
自
立

支
援
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
達
支
援
ま

で
。
そ
れ
が
理
学
療
法
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
す
。

　

損
な
わ
れ
た
身
体
機
能
が
、
完
全

に
は
回
復
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

放
置
し
て
お
く
と
、
機
能
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
。
一
人
で
は
着
替
え
も

食
事
も
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
も
ま
ま
な

ら
ず
、
支
え
る
家
族
に
も
負
担
と
心

労
が
生
じ
ま
す
。
完
全
に
元
通
り
で

は
な
く
て
も
、「
な
る
べ
く
一
人
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
」―
。
そ
ん
な
気

持
ち
を
支
え
る
の
も
、
理
学
療
法
の
重

要
な
役
割
で
す
。
や
や
難
し
い
表
現
に

な
り
ま
す
が
、
A
D
L（
日
常
生
活
動

作
）の
改
善
を
図
り
、
Q
O
L（
生
活

の
質
）の
向
上
を
目
指
す
。
た
と
え
障

害
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
。
そ
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
理
学
療
法
で

あ
り
、
理
学
療
法
士
な
の
で
す
。
身

体
の
働
き
を
取
り
戻
す
だ
け
で
な
く
、

自
分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
た
め
に
。
理

学
療
法
士
は
、自
立
支
援
、発
達
支
援
、

健
康
増
進
、
介
護
予
防
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。

﹇
理
学
療
法
の
対
象
﹈

●
中
枢
神
経
疾
患

脳
卒
中
、
脊
髄
の
損
傷
、
脳
の
外
傷
、

中
枢
神
経
の
疾
患
、
小
児
の
発
達

障
害
、
他　

●
整
形
外
科
疾
患

手
足
や
脊
椎
の
骨
折
、
腰
痛
、
腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
靭
帯
損
傷
、

変
形
性
関
節
症
、
四
肢
の
切
断
、

他　
●
呼
吸
器
疾
患

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
肺
炎
、
結

核
の
後
遺
症
、
ぜ
ん
そ
く
、
全
身
麻

酔
術
後
の
肺
機
能
低
下
、
他　

●
心
疾
患

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
他　

●
内
科
的
疾
患
、
体
力
低
下

糖
尿
病
、高
齢
、術
後
の
体
力
低
下
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
よ
る

運
動
指
導
対
象
者
、
他　

 

（「
公
益
社
団
法
人
日
本
理
学
療
法
士

協
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
加
筆
）

　

急
性
期
病
院
を
退
院
し
た
患
者
様

が
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
三
宝
病
院
を

利
用
さ
れ
ま
す
。
自
立
の
め
ど
が
立

て
ば
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
に
移
行
し
ま
す
。
三
宝
病
院
の
理

学
療
法
士
は
、
清
恵
会
病
院（
急
性

期
）お
よ
び
介
護
事
業
部（
通
所
リ
ハ

ビ
リ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
）と
の
情
報
交

換
を
頻
繁
に
行
い
、
患
者
様
が
清
恵

会
病
院
に
入
院
し
て
い
た
と
き
の
状

態
、
三
宝
病
院
を
退
院
後
の
在
宅
生

活
の
様
子
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
、
そ

の
す
べ
て
を
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
で
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
利
点

を
生
か
し
、
三
宝
病
院
で
は
、
退
院

後
の
生
活
を
想
定
し
た
訓
練
、
家
族

へ
の
介
助
指
導
、
環
境
設
定（
住
宅

改
修
、
手
す
り
の
設
置
）の
提
案
な

ど
、
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

理
学
療
法
科 

科
長　

 

笠
本 

勝
弘

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。
今
ま
で
一
度
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、  

よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
ね
。
手
す
り
を
つ
た
っ
て
の
歩
行
訓
練
。
思
う
よ
う

に
動
か
な
く
な
っ
た
手
足
の
運
動
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
復
帰
に
向
け
た
治
療
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
知
っ
て
る
よ
う
で
知
ら

な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
身
体
に
障
害
を
負
っ
た
人
が
社
会
生
活
に
復

帰
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
あ
る
い
は
適
応
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
セ
ラ
ピ
ス
ト（
療
法
士
）

と
と
も
に
行
う
訓
練
や
治
療
。
一
言
で
い
え
ば
、

こ
れ
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
身
体
に

障
害
を
負
う
原
因
は
、
け
が
や
病
気
、
加
齢
、

生
ま
れ
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
け
が

や
病
気
を
し
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
年
を
取
ら

な
い
人
も
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を

経
験
す
る
可
能
性
は
誰
も
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
身
体
だ
け
で
は
な
く
精
神
的
・
心
理
的
な

障
害
も
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
で
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
種
類
は
、「
理
学
療

法
」「
作
業
療
法
」「
言
語
療
法
」の
大
き
く
3
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
療
法
の
役
割
を
端
的
に

い
え
ば
、
理
学
療
法
は
、
と
に
か
く
体
を
動
く

よ
う
に
す
る
こ
と
。
作
業
療
法
は
、
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
言
語
療
法
は
、

話
す
こ
と
や
食
べ
る
こ
と
の
問
題
を
改
善
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
を
施
す
の

が
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
と
い
う
専
門
家
た
ち
で
す
。
3
つ
に
大
別

さ
れ
る
と
は
い
え
、
障
害
の
あ
る
部
位
も
症
状

も
原
因
も
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

訓
練
や
治
療
法
も
一
人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
発
症
間
も
な
い
時
期
や
回
復
に
向
か
っ

て
い
る
時
期
な
ど
、
時
期
的
状
況
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
。

12

理
学
療
法
、作
業
療
法
、言
語
療
法
、

3
つ
に
大
別
さ
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理学
療法
か
ら
だ
の
能
力
を
動
作
に

つ
な
げ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

清
恵
会
三
宝
病
院

理
学
療
法
科
の
特
色

体幹の働きや動きを改善するために訓練用具
“セラボール”を使って運動を行います。

ご
存
じ
で
し
た
か
？

3
つ
の
役
割

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

特 集特集
ご存じでしたか？

3つの役割リハビリテーションの
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言
語
療
法
は
、
正
式
に
は
言
語
聴

覚
療
法
と
い
い
、
言
語
・
音
声
障
害
、

聴
覚
障
害
、
摂
食
・
嚥
下（
え
ん
げ
）

障
害
に
対
し
て
行
う
治
療
法
で
す
。

分
か
り
や
す
く
は
、
言
葉
の
障
害
、

聴
こ
え
の
障
害
、
飲
み
込
み
の
障
害
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
生
ま
れ
つ
い
て

の
場
合
の
他
、
け
が
や
病
気
、
成
長
や

発
達
の
問
題
、
加
齢
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
理
由
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
言
語
聴
覚
療
法
と
は
、「
話
す
・

聴
く
・
食
べ
る
」の
障
害
に
関
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

言
葉
の
障
害
は
、
例
え
ば
脳
卒
中
の

後
遺
症
、
失
語
症
、
発
達
の
遅
れ
、

生
ま
れ
つ
き
耳
が
不
自
由
な
ど
が
原
因

で
、
上
手
に
話
せ
な
い
、
話
が
理
解
で

き
な
い
、
文
字
が
読
め
な
い
と
いっ
た
症

状
が
あ
り
、
そ
れ
は
小
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
現
れ
ま
す
。

ま
た
、
声
が
か
す
れ
る
、
大
き
な
声

が
出
な
い
な
ど
の
症
状
や
、
ろ
れ
つ
が

ま
わ
ら
な
い
と
い
う
発
音
の
問
題
も
起

こ
り
ま
す
。
聴
こ
え
の
障
害
も
、
け
が
、

病
気
、
高
齢
に
よ
る
聴
覚
の
衰
え
、

先
天
的
な
障
害
な
ど
が
原
因
で
、
会

話
や
音
声
が
聴
き
づ
ら
く（
ま
た
は
聴

こ
え
ず
）、
日
常
生
活
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
支
障
を
来
し
ま
す
。
飲
み
込

み
の
障
害
、
つ
ま
り
食
べ
物
を
か
ん
で

飲
み
込
ん
だ
り
、
飲
み
物
を
飲
む
こ
と

が
難
し
く
な
る
状
態
も
、
口
か
ら
胃
に

至
る
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
日
常

生
活
ど
こ
ろ
か
健
康
を
保
つ
こ
と
さ
え

困
難
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
簡
単
に
ご
紹
介
す
る
だ

け
で
も
、
話
す
・
聴
く
・
食
べ
る
の
障

害
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
合
併

症
の
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
言
語
聴
覚
士
に
は
、
幅
広
い
専

門
知
識
と
技
術
が
必
要
で
す
。
そ
の

知
識
と
技
術
で
、
症
状
や
原
因
、
発

症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
各
種

の
検
査
や
テ
ス
ト
を
行
っ
て
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
て
、
一
人
ひ
と
り
に
最

適
と
思
わ
れ
る
訓
練
、
治
療
、
生
活

支
援
を
実
践
し
ま
す
。　

﹇
言
語
聴
覚
療
法
の
対
象
﹈

●
言
語
障
害

失
語
症（
言
葉
が
出
な
い
等
）、
構

音
障
害（
言
葉
が
正
確
に
発
音
で
き

な
い
等
）、
言
語
発
達
遅
滞（
言
葉
の

遅
れ
等
）、
音
声
障
害（
声
が
か
す

れ
る
等
）、
他　

●
聴
覚
障
害

音
声
が
聴
こ
え
な
い
、
音
声
が
聴
き

づ
ら
い
、
等　

●
摂
食
・
嚥
下
障
害

拒
食
症
や
過
食
症
、
飲
食
物
が
飲

み
込
み
づ
ら
い
、
等　

　

三
宝
病
院
で
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
、
い
よ
い
よ
集
中
し
て
訓
練
を
行
お

う
と
い
う
患
者
様
が
主
な
対
象
で
す
。

私
た
ち
言
語
聴
覚
士
は
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害（
失
語
症
・
構
音
障
害
・
高

次
脳
機
能
障
害
な
ど
）に
な
っ
た
患
者

様
の
症
状
や
原
因
を
分
析
し
、
治
療

計
画
を
立
て
、お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
っ

た
訓
練
を
実
践
し
ま
す
。
言
語
の
訓

練
は
、
静
か
な
環
境
下
で
集
中
し
て
少

し
で
も
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
主

に
個
室
で
一
対
一
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

食
物
を
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
飲
み

込
め
な
く
な
っ
た
り
し
た（
摂
食
・
嚥
下

障
害
）患
者
様
に
対
し
て
も
、
同
様
に

原
因
分
析
・
治
療
計
画
作
成
の
上
、

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
例
え
ば
、
鼻

か
ら
チ
ュ
ー
ブ
で
栄
養
を
摂
っ
て
い
た
患

者
様
が
口
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
患
者
様
に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

言
語
療
法
科 

科
長　

濱
田 

ゆ
か
り

言語
療法

話
す
・
聴
く
・
食
べ
る
の
問
題
を
改
善

　

作
業
療
法
の「
作
業
」と
は
、
例
え

ば
、
料
理
や
掃
除
、
工
作
や
手
芸
、

園
芸
や
農
業
、
遊
び
や
運
動
な
ど
、

人
間
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
す
べ
て
の

活
動
を
意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
行
う
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
作
業
療
法
で
す
。
理

学
療
法
と
同
じ
く
、
け
が
、
病
気
、

加
齢
、
生
ま
れ
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
に
よ
っ
て
体
や
心
に
障
害
の

あ
る
人
が
作
業
療
法
の
対
象
で
あ
り
、

障
害
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
を
防

ぎ
、
身
体
機
能
を
回
復
す
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
で
す
。
そ
の
人
の
症
状
や
目
的

に
合
っ
た
作
業
を
、
時
間
を
か
け
て
段

階
的
に
行
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
作
業

療
法
室
に
は
通
常
、
さ
ま
ざ
ま
な
道

具
や
設
備
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
療
法
の
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
歩
い
た
り
、
食
べ
た
り
、

遊
ん
だ
り
、
仕
事
を
し
た
り
、
外
出

し
て
他
人
と
関
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
。
た
と

え
身
体
機
能
の
一
部
を
失
っ
た
と
し
て

も
、
残
っ
て
い
る
他
の
機
能
や
能
力
を

最
大
限
に
活
用
す
れ
ば
、
そ
れ
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
に
行
う
の
が
作
業
療
法
で
あ
り
、

作
業
療
法
士
の
役
割
で
す
。
障
害
と

上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
く

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
。
作
業
療
法
は
、

〝
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　﹇
作
業
療
法
の
対
象
﹈

●
体
に
障
害
の
あ
る
人

脳
卒
中
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
リ
ウ
マ

チ
、
脊
髄
損
傷
、
他　

●
心
に
障
害
の
あ
る
人

統
合
失
調
症
、
躁
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
、
認
知
症
、
他　

●
発
達
期
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も

脳
性
麻
痺
、
精
神
発
達
遅
滞
、
自

閉
症
、
学
習
障
害
、
他　

●
老
年
期
に
障
害
の
あ
る
人

認
知
症
、
脳
卒
中
、
骨
折
、
他　

 

（「
一
般
社
団
法
人
日
本
作
業
療
法
士

協
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

三
宝
病
院
の
作
業
療
法
室
は
約

1
3
5
㎡
と
い
う
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

広
さ
が
あ
り
、
各
種
の
治
療
器
具
を

は
じ
め
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
関
す

る
作
業
に
必
要
な
設
備
機
器
を
備
え

て
い
ま
す
。
調
理
、
食
事
、
ト
イ
レ
、

風
呂
、洗
濯
、掃
除
、仕
事
を
し
た
り
、

絵
を
描
い
た
り
。
そ
れ
ら
は
、
身
体

が
動
か
せ
る
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
具
の
使
い
方
や
手
順
が
分
か
る
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、「
自
分
で
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

そ
の
気
持
ち
に
、
私
た
ち
作
業
療
法

士
は
応
え
ま
す
。
病
棟
の
お
風
呂
で

入
り
方
を
練
習
し
た
り
、
実
際
に
カ

レ
ー
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
の

「
し
た
い
」を「
で
き
る
」に
変
え
ら
れ

る
よ
う
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
三

宝
病
院
の
作
業
療
法
で
す
。

作
業
療
法
科 

科
長　

山
内 
和
江

作業
療法

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

清
恵
会
三
宝
病
院

作
業
療
法
科
の
特
色

清
恵
会
三
宝
病
院

言
語
療
法
科
の
特
色

自宅に帰り家事をする必要がある方には
実際に洗濯などの動作も練習します。

摂食・嚥下訓練中です。気管に食べ物が
いかないような姿勢で、一口量も調整します。

患者様が興味をもって練習できるような
カラフルな道具もたくさんあります。

特集
ご存じでしたか？

3つの役割リハビリテーションの



あ
る
日
、
H
さ
ん
は
―

　

H
さ
ん
は
、
毎
週
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
通
い
、
ま

た
、
地
域
の
自
治
会
の
活
動
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
と
て
も
元
気
な
男
性
で

し
た
。
あ
る
日
、
脳
出
血
に
よ
る
左
手
足
の
運

動
ま
ひ
や
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
を
発
症
し

ま
し
た
が
、
治
療
の
か
い
が
あ
り
、
も
と
も
と

体
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
回
復
も
早
く
、
リ
ハ
ビ

リ
に
取
り
組
む
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

理
学
療
法
―

　

H
さ
ん
は
、
病
気
を
治
し
て
自
宅
へ
戻
る
こ

と
を
目
標
に
、
立
ち
上
が
り
や
歩
行
、
階
段

の
昇
り
降
り
と
い
っ
た
生
活
動
作
の
獲
得
を
目

指
し
て
、
現
在
、
前
向
き
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
三
宝
病
院
の
担
当
ス
タ
ッ

フ
は
H
さ
ん
の
ご
自
宅
へ
伺
い
、
住
宅
の
改
修
や

必
要
な
福
祉
用
具
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
ご
家
族
と
ご
相
談
し
な
が
ら
、
退
院
に
向
け

て
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

作
業
療
法
―

　

生
活
を
す
る
上
で
、
例
え
ば
お
箸
な
ど
、

多
く
の
物
を
手
で
扱
い
ま
す
。
作
業
療
法
士
は

手
の
機
能
改
善
に
お
け
る
専
門
的
な
知
識
と

技
術
を
持
っ
て
お
り
、
運
動
ま
ひ
で
動
き
に
く

く
な
っ
た
左
手
を
中
心
に
、
H
さ
ん
ご
自
身
で

行
え
る
動
作
を
一
つ
で
も
多
く
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

言
語
療
法
―

　

H
さ
ん
の
言
語
障
害
を
調
べ
、
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練

は
、
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、
人
と
関
わ
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
言
葉
が
出
に
く
い
と
い
っ
た
症
状
に
つ
い
て

も
、具
体
的
・
精
神
的
な
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

※
患
者
様
と
ご
家
族
の
承
諾
を
得
て
、
撮
影
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
と
回
復
時
期
に
応
じ

た
総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
理
学
療

法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法
の
3
つ
に
大
別
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
で
す

が
、一
人
の
患
者
様
に
対
し
て
、3
分
野
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療
法
士
）

が
関
わ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
セ
ラ
ピ
ス
ト

だ
け
で
な
く
、
医
師
や
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と

も
連
携
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
で
一
人
の
患
者
様
を
見
守
る
体
制
を

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
は
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
症
・
受
傷
間
も

な
い
急
性
期
か
ら
回
復
期
お
よ
び
慢
性
期
、
自
宅
な
ど
で
の
生
活

期
ま
で
、
す
べ
て
の
状
況
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
の
も
、
清
恵

会
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
特
色
で
す
。
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・超早期からのリハビリ介入

・ベッドからの離床
  （車椅子への移乗を促す）

・比較的早期に在宅復帰が可能な患者
・集中的なリハビリを必要としない患者

：療養病床

：手術など

：回復期リハビリテーション病棟

・急性期を脱した方が状態に合わせた透析や
  リハビリ、更に一定期間の療養を目的に入院

・発病後2か月以内に転院、入院中に集中的にリハビリや看護を受けて
  自宅への復帰を目指す
・入院方針や経過の把握のためケースカンファレンスを実施
・病棟専従スタッフが、病棟内でもリハビリを実施
・休日リハビリテーション提供体制

・居宅での生活に寄り添った指導
・生活状況の把握と生活環境の提案
・ご家族への介護支援

● 一時的に脳の血管が詰まった場合
● 脳内の細い血管が変性して詰まった場合
 

● 手足の骨折、肺炎など

● 脳卒中
● 事故などで脊椎を損傷した場合
● 大腿骨、腰椎、膝関節など、
　 複雑な部分の骨折
● 人工関節の手術後

 

● 手術などで長期安静を必要とする場合
● 肺炎など
● 人工透析を必要とする場合
● 糖尿病による血行障害で
　 下肢を切断された場合

リ
ハ
ビ
リ
・
ス
ト
ー
リ
ー

あ
ら
ゆ
る
状
況
に
応
じ
た

総
合
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践

リハビリを必要とする疾患などの例
急性期

慢性期

回復期

：地域包括ケア病棟急性期経過後
生活期

社会医療法人清恵会のリハビリテーションの  主な流れと特色

：通所・訪問
  リハビリテーション

特集
ご存じでしたか？

3つの役割リハビリテーションの

※患者様の状態により、上記の流れと異なる場合があります。



患
者
さ
ん
と
長
く
関
わ
る
事
の
で
き

る
内
科
を
選
び
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
教

育
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
糖
尿
病

を
専
門
に
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
清
恵

会
病
院
内
科
の
紹
介
外
来
と
入
院
、
三

国
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
糖
尿
病
外
来
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
教
育
入
院

や
療
養
指
導
は
医
師
だ
け
に
よ
ら
ず
、

各
種
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
清
恵
会

グ
ル
ー
プ
に
は
、
患
者
さ
ん
思
い
で
優
し

く
、や
る
気
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て

い
ま
す
。

　
救
急
病
院
と
し
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
清
恵
会
病
院
へ
外
科
系
で
入

院
さ
れ
た
際
の
血
糖
値
管
理
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。一
般
的
に
手
術
や
炎
症
、

ス
ト
レ
ス
が
も
と
で
急
に
血
糖
値
が
悪

化
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
血
糖
値
が

良
好
な
状
態
で
な
い
と
創
部
の
治
り
方

や
病
状
の
安
定
化
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
と
聞
い

た
だ
け
で
、
拒
絶
反
応
を
示
す
方
は
今

も
多
い
よ
う
で
す
が
、
膵
臓
の
保
護
に

優
れ
た
効
果
が
あ
り
、
血
糖
値
を
速
や

か
に
改
善
し
ま
す
。
私
が
働
き
始
め
て

20
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
間
に

も
多
岐
に
わ
た
る
イ
ン
ス
リ
ン
や
薬
が

開
発
さ
れ
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
専
門
医
と
し
て
は
、こ
う
し

た
薬
剤
が
患
者
さ
ん
の
血
糖
値
を
良
好

に
維
持
し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
上
手

く
調
和
す
る
よ
う
工
夫
に
努
め
、
糖
尿

病
合
併
症
の
予
防
や
進
展
が
阻
止
出

来
る
よ
う
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
お
酒
は
飲
め
な
い
の
で
す

が
、
食
べ
る
こ
と
は
大
好
き
で
す
。
最

近
は
代
謝
が
落
ち
て
、
さ
す
が
に
太
り

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
上
、

体
重
を
厳
格
に
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
の

で
、
通
院
患
者
さ
ん
の
顔
を
み
れ
ば
体

重
の
増
減
量
が
大
体
分
か
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
と
共
に
食
べ
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
に
清
恵
会
グ
ル
ー
プ
で
看
護

師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
を
機

に
退
職
し
て
堺
市
を
離
れ
、
引
っ
越
し
た
先

の
急
性
期
病
院
で
6
年
間
勤
め
ま
し
た
。
急

性
期
病
院
で
も
高
齢
の
患
者
様
は
多
く
、

入
院
治
療
で
A
D
L（
日
常
の
生
活
動
作
）

が
低
下
す
る
方
が
大
半
で
す
。
患
者
様
が
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
じ
っ
く
り
看
護

し
た
い
と
思
う
も
の
の
、
緊
急
を
要
す
る
患

者
様
が
次
々
と
搬
送
さ
れ
て
く
る
急
性
期

病
院
で
は
そ
れ
も
ま
ま
な
ら
ず
、
業
務
に
追

わ
れ
る
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、
清
恵
会

に
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、「
ま
た
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
が
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
次
第
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、い
わ
ば
患

者
様
の
治
癒
過
程
の
中
間
地
点
で
あ
り
、

患
者
様
の
そ
の
後
の
生
活
を
左
右
す
る
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
疾
患
な
ど
に
よ
り

失
わ
れ
た
機
能
を
い
か
に
回
復
さ
せ
る
た
め

の
看
護
が
で
き
る
か
。
そ
れ
が
、
清
恵
会
で

私
が
日
々
学
ん
で
い
た
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
の
4
月
、
私
は
清
恵
会
三
宝
病
院
に

戻
っ
て
き
た
の
で
す
。

病
棟
で
は
、理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
な
ど
、
他
職
種
と
の
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス（
会
議
）の
機
会
も
多
く
、
ま
た
常
駐

し
て
い
る
療
法
士
も
い
る
た
め
、
患
者
様
に

何
か
問
題
な
ど
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
討
議
）が
で
き
ま
す
。
患
者

様
は
病
棟
生
活
で
実
践
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
励

み
、
病
棟
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

私
は
今
、
リ
ー
ダ
ー
業
務
や
新
人
看
護
師

を
教
育
す
る
仕
事
も
担
っ
て
い
ま
す
が
、
三

宝
病
院
は
、
私
が
い
た
頃
よ
り
さ
ら
に
看
護

が
確
立
さ
れ
て
い
て
、
私
自
身
も
ま
た
新
た

に
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
各
種
の
資
格
取
得
も
目
指
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
患
者
様
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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医
の
最
前
線
か
ら

第
十
八
回

患
者
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
て―

清
恵
会
グ
ル
ー
プ
の

　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
力

患
者
さ
ん
の
顔
を
見
れ
ば

分
か
り
ま
す

呉   美 枝
清恵会病院 内科部長補佐
1982年、大阪医科大学卒業。
1983年、大阪医科大学附属病院第一
内科学教室入局。
1995年、住友病院医員。
1996年、大阪医科大学 専攻医（第一
内科学教室）。
2002年、清恵会病院。
2005年、大阪医科大学 助手（第一内
科学教室）。
2006年、清恵会病院勤務。現在に至る。
日本内科学会認定内科医、認定内科
専門医、日本糖尿病学会認定医、認
定産業医、病態栄養学会専門医、人
間ドック学会認定医、プライマリ・ケア学
会認定指導医、医学博士。

Nurse Faceナース・フェイス

私の看護、私の思い

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
看
護
が
し
た
い荒屋 由里子

清恵会三宝病院　
３Ａ病棟（回復期リハビリテーション病棟）看護師
2003年4月入職、2014年4月再入職



生命をまもる　医療をつなぐ
いのち

清恵会病院
患者様

かかりつけ医清恵会病院と共に地域の医療を支え合う
医院・クリニックをご紹介します。

救急・入院・検査受診・普段の外来

入院・検査

地域医療ネットワーク

　

こ
の
地
で
開
院
し
て
13
年
目
に
な
り

ま
す
。
そ
の
内
の
１
年
間
は
私
の
体
調

不
良
で
や
む
な
く
休
診
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
の
2
月
か
ら
は
、
火
曜
日

と
木
曜
日
の
み
で
す
が
午
後
の
診
療
も

再
開
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
様
の
ほ
と
ん
ど
は
近
隣
に
お
住

ま
い
の
ご
高
齢
の
方
で
す
が
、
当
院
は

ビ
ル
に
駐
車
場
も
完
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
遠
方
か
ら
お
越
し
に
な
る
患
者
様

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
火
曜

と
木
曜
は
夜
7
時
30
分
ま
で
診
療
し

て
い
る
た
め
、
青
壮
年
層
の
方
や
学
童

期
の
お
子
さ
ん
も
来
院
さ
れ
ま
す
。

　

疾
患
は
、
腰
痛
を
は
じ
め
膝
痛
、

肩
こ
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ご
高

齢
の
方
が
多
い
た
め
、
悪
性
腫
瘍
な
ど

が
隠
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
迅
速
な

診
断
や
治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意
見
書
の

作
成
や
、
通
院
が
困
難
な
患
者
様
に

は
可
能
で
あ
れ
ば
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
指

示
書
作
成
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

設
備
面
で
は
、
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
の
電
子
カ
ル
テ
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
対
応
の
画
像
診

断
装
置
、
最
新
の
リ
ハ
ビ
リ
治
療
器
な

ど
、
各
種
機
器
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
専
門
以
外
で
も
、
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
、
何
で
も
相
談
で
き
る
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
の
希
望
に
応
じ
た
医
療
の
提
供
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

開
院
以
来
、
救
急
や
外
科
的
治
療
、

ま
た
M
R
I
や
C
T
な
ど
の
各
種
検

査
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
良
好
な
病

診
連
携
の
構
築
を
目
指
し
、
一
人
ひ

と
り
の
患
者
様
に
よ
り
良
い
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
信
頼
関
係
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
患
者
様

や
地
域
の
先
生
方
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

診
療
を
再
開
で
き
た
の
も
皆
さ
ま
の
励

ま
し
や
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
と
実
感

し
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
恩
返
し
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

病状安定・継続治療

910

一
人
ひ
と
り
の
希
望
に

応
じ
た
医
療
を

清
恵
会
と
の
関
わ
り
、

こ
れ
か
ら
の
思
い

もりた整形外科クリニック
何でも相談できる地域のかかりつけ医として

●診療科目／整形外科、リハビリテーション科
●診療時間／月曜～土曜 9：00～12：00、16：30～19：30（火曜・木曜のみ）
●休 診 日／日曜、祝祭日
●開 院 年／2001年

堺市北区東三国ヶ丘町5-2-17 SATOMOビル2階

☎072-240-8820

院長の岡室周英先生とスタッフのみなさん

　

開
院
か
ら
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

院
長
で
あ
る
私
の
専
門
は
、
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
不
整
脈
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
心
臓
病
で
す
。
病
院

勤
務
医
の
時
代
か
ら
他
の
内
科
疾
患
や

小
児
科
疾
患
な
ど
も
診
る
機
会
が
多

か
っ
た
た
め
、
開
院
後
も
循
環
器
に
限

ら
ず
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を
診
療
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
を
含
め
、
各
種
健

康
診
断
や
予
防
接
種
な
ど
も
予
約
制

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
院
で
は
、
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
丁
寧
な
問

診
、
診
察
、
検
査
等
の
上
で
治
療
を

行
い
ま
す
。
必
要
の
際
に
は
、
患
者
様

の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
適
切
な

専
門
医
の
ご
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
様
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

を
目
標
に
、
過
去
の
デ
ー
タ
や
他
院
の

デ
ー
タ
な
ど
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
長

期
に
わ
た
っ
て
患
者
様
の
健
康
管
理
を

行
え
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
の
父
、
故
・
周
一
が
清
恵
会
病

院
に
ほ
ど
近
い
場
所
で
開
業
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
1
9
9
0
年
、
私
が
大

阪
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、
清
恵

会
病
院
が
心
臓
血
管
造
影
に
携
わ
る

医
師
を
探
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
面
談

を
希
望
さ
れ
、
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
書
籍

の
出
版
や
学
会
活
動
で
も
著
名
な
循

環
器
内
科
の
故
・
川
井
信
義
先
生
の

お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
深
い
感

銘
を
受
け
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

私
が
開
業
し
て
か
ら
も
、
検
査
・

診
断
・
治
療
な
ど
病
診
連
携
の
上
で
、

清
恵
会
病
院
は
大
変
心
強
い
存
在
で

す
。

心
臓
病
か
ら
予
防
接
種
ま
で

長
期
的
な
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
を

目
標
に

岡室クリニック
患者様とのコミュニケーションを大切に

●診療科目／循環器科、内科、小児科
●診療時間／月曜～土曜 9：00～ 12：00、月・火・水・金曜 16：30～ 19：00
　　　　　　月・火・水・金曜 15：45～ 16：30（16：15受付終了）予防接種・健診（予約のみ）
●休 診 日／日曜、祝祭日
●開 院 年／ 1996年

堺市堺区向陵東町2-9-5
☎072-257-6518

清
恵
会
は
心
強
い
存
在

広 と々したリハビリテーション室

院長の森田謙一先生
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血
液
透
析
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

清恵会三宝病院 こんにちは清恵会グループですシリーズ
18

血
液
透
析
は
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
く

な
り
、
尿
の
出
が
少
な
く
な
っ
た
り
出
な

く
な
っ
た
り
し
た
、い
わ
ゆ
る
腎
不
全
の

患
者
様
が
受
け
る
治
療
で
あ
り
、
血
液

を
体
外
で
循
環
さ
せ
て
透
析
器
に
通
す

こ
と
に
よ
り
、
水
や
尿
毒
素
を
除
去
し

て
血
液
を
浄
化
す
る
と
い
う
も
の
。
腎

臓
を
治
す
の
で
は
な
く
、
腎
臓
の
機
能

の
一
部
を
代
行
す
る
対
症
療
法
で
す
。

週
3
回
、
1
回
約
4
時
間
。
準
備
や

止
血
な
ど
を
含
め
る
と
5
時
間
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
ぼ
一
生
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
透
析
室

ス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り
も
続
い
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。で
す
か
ら
、
私
た
ち

透
析
室
ス
タ
ッ
フ
は
医
療
従
事
者
と
患

者
様
と
い
う
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
透
析
を

患
者
様
の
生
活
の
一
部
と
考
え
、い
か

に
そ
の
質
を
高
め
、
快
適
で
安
心
・
安

全
な
治
療
を
提
供
で
き
る
か
を
常
に

追
求
し
な
が
ら
透
析
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

血
液
透
析
と
い
う
、
歴
史
の
あ
る
堅

実
な
治
療
法
に
清
恵
会
は
早
く
か
ら

取
り
組
み
、
昭
和
50
年
12
月
の
人
工

腎
セ
ン
タ
ー（
第
一
分
院
：
現
、
向
陵
ク

リ
ニッ
ク
）の
開
設
で
体
制
を
整
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
は
黎
明
期
ゆ
え
に

透
析
機
器
も
不
安
定
で
、
患
者
様
も

「
と
に
か
く
生
き
て
い
た
い
」と
い
う
、

生
命
維
持
が
目
標
と
い
う
状
況
で
し
た
。

そ
の
後
、
日
進
月
歩
で
透
析
技
術
も
進

化
し
、
患
者
様
も「
生
き
て
楽
し
み
た

い
」と
い
う
、
生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）の
向

上
を
目
指
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
清
恵
会
三
宝
病
院
は
、
リ

ハ
ビ
リ
療
法
と
透
析
治
療
の
機
能
を
併

せ
持
つ
療
養
型
病
院
と
し
て
平
成
16

年
11
月
に
開
院
。
そ
の
透
析
室
も
高

齢
化
や
日
常
生
活
動
作（
A
D
L
）の

低
下
な
ど
で
入
院
が
必
要
な
患
者
様
、

シ
ャ
ン
ト
手
術
・
血
管
形
成
術（
※
）が

必
要
な
患
者
様
に
対
応
で
き
る
施
設

と
し
て
約
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
後

は
、こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
持
つ
多
く
の
高

齢
入
院
患
者
様
に
一
層
寄
り
添
い
、

透
析
の
副
作
用
な
ど
か
ら
起
こ
る
、
特

有
の
急
激
な
体
調
変
化
や
個
人
差
に

対
処
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
患
者
様

に「
ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
け
る
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
善
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
シ
ャ
ン
ト
手
術
は
血
管
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
手

術
。
血
管
形
成
術
は
血
管
内
を
広
げ
る
手
術
。

臨
床
工
学
科 

科
長

野

毛

豊

文

透
析
と
は―

三
宝
病
院
の
透
析
と
は―

〈
透
析
患
者
様
の
内
訳
〉

◎
約
1
0
0
名
の
内
、
約
85
名
が
入
院
患
者
様
。

◎
車
椅
子
利
用
者
が
7
〜
8
割
、
ベ
ッ
ド
移
乗
者
が

　
約
1
割
。
　

◎
80
歳
以
上
が
約
3
割
、
70
歳
代
が
約
4
割
、

　
60
歳
代
が
約
2
割
、
60
歳
未
満
が
約
1
割
。

〈
透
析
室
に
つ
い
て
〉

◎
透
析
ベ
ッ
ド
41
床（
内
ス
ケ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
13
床
）。

◎
月
水
金
・
火
木
土
と
も
、
午
前
・
午
後
の

　
2
ク
ー
ル
の
血
液
透
析
に
対
応
。

　
午
前
9
時
よ
り
、
お
よ
び
午
後
1
時
頃（
空
ベ
ッ
ド

　
状
況
に
よ
る
）よ
り
入
室
。

〈
ス
タ
ッ
フ
〉

　
常
勤
医
師
2
名
 

非
常
勤
医
師
2
名

　
看
護
師
10
名
 

看
護
補
助
者
3
名

　
臨
床
工
学
技
士
11
名
 

ク
ラ
ー
ク
2
名

こんにちは清恵会グループです 清恵会第二医療専門学院

大
学
４
年
生
の
時
、
就
職
を
決
め
ら
れ
ず
悩
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
元
看
護
師
の
母
か
ら
理
学
療
法
士
と
い

う
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
知
識
や
治
療
技

術
を
駆
使
し
て
、
ケ
ガ
や
病
気
で
身
体
が
不
自
由
に

な
ら
れ
た
方
が
社
会
に
復
帰
す
る
た
め
の
力
に
な
れ

る
こ
と
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
、
こ
の
道
に
進
む
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
の
勉
強
は
、
方
程
式
の
よ
う
に
必
ず
決

ま
っ
た
答
え
が
導
き
出
せ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
授

業
で
習
っ
て
覚
え
た
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、
そ
れ
ら

を
臨
床
の
現
場
で〝
使
え
る
知
識
〞に
変
え
て
い
く
能

力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
よ
う
に
大
学
を
卒
業
し
た
人
や
社
会
人
も
多

い
ク
ラ
ス
で
す
が
、
授
業
が
終
わ
っ
て
も
皆
で
食
事
に

行
っ
た
り
と
、
年
齢
な
ど
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
す
よ
。
こ
の
学
院
の
特
色
で
あ
る
少

人
数
制
の
お
か
げ
で
先
生
と
の
距
離
も
近
く
、
勉
強

の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
、
実
技
の
苦
手
な
と
こ
ろ
は
す

ぐ
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
厳
し
さ
と
優
し
さ

を
持
っ
て
、
い
つ
も
私
た
ち
と
本
気
で
向
き
合
っ
て
く

だ
さ
る
先
生
方
は
、
私
た
ち
の
強
い
味
方
で
す
。

大
卒
や
社
会
人
も
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

私
は
清
恵
会
第
二
医
療
専
門
学
院
の
卒
業
生
で
す
。

卒
業
し
て
か
ら
も
学
校
の
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
あ
る
日
、「
よ
か
っ
た
ら
教

員
と
し
て
戻
っ
て
こ
な
い
か
」
と
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
臨
床
現
場
で
働
い
て
い
た
頃
、
新
人
教
育
や
学

生
教
育
を
主
に
担
当
し
て
い
て
、
教
育
へ
の
難
し
さ
と

意
欲
を
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
教
員
の

道
に
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
員
を
本
職
と
し
て

い
て
も
理
学
療
法
士
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
た
く
な
い
の

で
、
休
み
の
日
に
は
で
き
る
だ
け
現
場
に
出
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
学
生
と
は
相

談
し
や
す
い
関
係
を
築
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
距

離
感
は
難
し
い
の
で
す
が
、
近
す
ぎ
ず
、
遠
す
ぎ
ず
、

と
配
慮
し
て
い
ま
す
。
一
番
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬

間
は
卒
業
式
で
す
ね
。
学
生
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
の

を
３
年
間
ず
っ
と
見
て
き
て
い
る
の
で
、
思
わ
ず
も
ら

い
泣
き
す
る
こ
と
も
―
。
卒
業
ま
で
は
私
も
本
当
に

悩
み
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
、
ど
の
よ
う
に
働
き
か

け
れ
ば
、
も
っ
と
成
長
し
て
く
れ
る
の
か
。
そ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
言
葉
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
学
生
た
ち

に
指
導
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
学
生
た
ち
が
巣
立

つ
卒
業
式
の
、
あ
の
笑
顔
と
涙
を
見
た
瞬
間
は
、
本

当
に
教
員
と
い
う
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
と
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
感
動
的
な
場
面
に
数

多
く
立
ち
会
え
る
よ
う
、
学
生
た
ち
と
共
に
自
分
も

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
た
ち
の
笑
顔
と
涙
を
見
る
ま
で

学生たちの未来
先生たちの今

清恵会グループには、二つの医療専門学院があります。
夢と希望と決意を胸に、明日の医療界を目指して毎日頑張っている学生たちが
たくさんいます。その学生たちをサポートする先生たちもまた、情熱と愛情と
使命感に溢れています。そんな学生と先生の学院生活をご紹介します。

理学療法士科　専任教員

松山 紘彰

理学療法士科　36期生

西 原  舞

7:00

8:50

16:30

19:00

21:00

25:00

起床
準備・登校
授業（学校）

クラスメイトと
実技練習

帰宅
夕食・入浴 等

勉強

就寝

先生

学生

平日の平均的なスケジュール

一人暮らし
なので、家事も
やってます！

▲実技指導の様子
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健康と美容の
ワンポイント！
アドバイス

　通常、食物は食べた後、24～ 72時間で排泄されます。便秘の症状は多彩で、排便の回数
や量は個人差が大きいため、便秘を明確に定義することは実は難しいのです。

　目安としては、「排便回数の減少」は週に平均3回未満の状態、慢性便秘症は、症状が長期
間続いている、もしくは間欠的に１～ 2カ月にわたって続いている状態をいいます。

　便秘を訴える人は、20代～50代の男性では1,000人あたり10人前後に対し、女性では
40人前後います（平成22年国民生活基礎調査）。加齢によって男女ともに増加し、75歳以上
でいずれも約1割を超えます。
　女性はもともと内臓を支える靭帯が柔らかく伸びやすいため、胃や内臓の下垂が起こりや
すい体質です。下垂していると消化機能も低下していることが多く、食べ物や便が停滞しや
すくなります。また、大腸が圧迫されることも便秘の原因になります。

どうして女性に多いの？

 大腸刺激性下剤であるセンナは便秘改善の切り札的な薬だと思ってください。
 繰り返し使うと少量では効かなくなる薬剤性便秘になります。

 使いすぎると直腸機能性障害になります。度を越した使用はやめましょう。
 また、ウォシュレットで刺激するのもほどほどに。
※血便が見られたとき、普段は便秘でない方が急に便秘になったとき、多量に飲まないと薬の効果が
　得られない等、そんなときは受診してください。腸の疾患や薬剤性便秘の疑いがあります。

薬を使うときの注意 便秘で肌荒れになるの？

予防のポイント

清恵会の仕事見せます

　近年、病院のスタッフとして働く「医師事務作業補助者」。
いったいどんな仕事をしているのかをご紹介します。

　医師事務作業補助者は、これまで医師が行っていた事務的業務
を、医師の指示のもとで代わりに行うのが仕事です。診断書や紹介
状などの文書作成、検査の予約、診療記録（電子カルテ）への代行
入力、処方箋の作成も行います。
　病院によって呼称はさまざまで、清恵会病院では「DA（ドクターア
シスタントクラーク）」と呼びます。医療事務として現場で経験を積ん

だスタッフが、特定の研修
を受けて医師事務作業補助
者としての基礎を学び、DA
になります。

医師事務作業補助者vol.5

▲画像も含め診療情報はすべて
電子カルテで管理しています。
パソコン端末から間違いがない
よう入力します。

こんなお仕事です

　多くの患者様を診察する医師の負担を軽減し、安定
的かつ継続的な医療提供体制を整えることを目的とし
ています。医師は患者様と向き合う時間が長くなり、
治療に専念することができます。そのため、私たちDA
の仕事は医師や医療スタッフとのコミュニケーション
が何より重要です。

患者様の紹介状を作成する際は、医師が症状に関
する本文を記載し、DAが宛先の病院名や当院の処
方などを追記して効率化を図ります。

内視鏡の検査の際には、両手でファイバースコープ
を操作する医師の横にいて、医師が伝える内容を記
録します。

医師の負担を軽くし、現場を円滑に

「DAが代行している内容は、必ず確認します。以前は、
すべて自分で行っていましたが、今は、私が病院にい
ないときや、手術で手が離せないときにも仕事を進め
てくれており、困ったときに隙間を埋めてくれる存在で
す。診察や手術に集中でき、いつも感謝しています。」

（整形外科 医師　上山秀樹）

隙間を埋めてくれる存在です

1

2

～その6 ～

清恵会病院　内科副部長
内視鏡センター長

星 本 真 弘

「便秘の
    あれこれ」

●排便回数の減少 ●排便量の減少 ●残便感
●腹部膨満感 ●腹部不快感 ●排便時の強いいきみ

　細菌は何千という種類が存在します。人の腸内には、その何千種のうちの200～ 300種が分布しており、その細菌集団を
「腸内細菌叢」といいます。これを構成する細菌の組み合わせは一人ひとり異なります。10代の頃までに腸に生息する種類が
選ばれて確定し、その後は生涯変わりません。将来、腸から排出される便から個人を特定できるようになるかもしれません。
　この細菌の組み合わせは、生まれたときからの食習慣で決まってくるらしいことが分かっています。例えば、酪酸菌が多い
人は腸の病気になりにくく、この人は乳製品を多く取っていたりします。  
　また、米国の医学雑誌に、健康な人の便から得られる腸内細菌を、特定の疾患を持つ人の腸に入れて効果があったという論文が発表され
ました。今、細菌の力を利用した「糞便治療」は注目の研究なのです。

　便秘と肌荒れとの関係性は、医学的に
は証明されていません。しかし、腸内に便
が滞留し続けるのは、栄養の消化吸収と
不要物排泄の循環を阻害しますから、そ
れが人によっては肌に影響しているのかも
しれません。

センナ

浣 腸

仕事例①　紹介状の作成

仕事例②　内視鏡検査中の記録

腸の体質に大いに関与する細菌集団 「腸内細菌叢」
そう

外来担当、入院担当、そして手術室を担当するDAがいます。

外来担当 入院担当 手術室担当

● 朝食の後、毎回、便意の有無にかかわらず排便を試みる。
● もよおした便意は我慢しない。（たとえ隣の個室に誰かが入ってきても、です。）
● 毎日決まった時間に食べる規則正しい食生活を心がける。
● 食物繊維やオリゴ糖を摂取する。（酪酸菌は食物繊維、ビフィズス菌はオリゴ糖を栄養に増殖します。）
● 適切な水分摂取を心がける。 ● 軽度に運動（食後の散歩など）する。
● ストレスをためない。

らく さん



清恵会グループのご紹介

清恵会グループの
WEBサイトもご覧ください

清恵会http://www.seikeikai.or.jp/
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